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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原画像の画像領域の中から出力画像を得るための出力画像領域を前記原画像の画像領域
内で調整して、所定の出力画像サイズに適合した出力画像データを得る出力画像領域調整
方法であって、
　画像データ処理手段によって、前記原画像の画像領域を抽出し、抽出された画像領域の
データを読み出して領域抽出手段に送り、
　領域抽出手段によって、前記画像データ処理手段において抽出された原画像の画像領域
に対して、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少なくとも２つの
領域抽出を行って抽出領域を得、前記抽出領域のデータを出力画像領域調整手段に送り、
　出力画像領域調整手段によって、前記領域抽出手段において抽出された抽出領域に応じ
て、予め入力または設定される、前記主要被写体抽出によって抽出される主要被写体、前
記指写り抽出によって抽出される指写りおよび前記カブリ領域抽出によって抽出されるカ
ブリの少なくとも２つが同一の原画像の画像領域で抽出された際のいずれを優先させるの
かの優先順位の情報を含む第１補助情報に基づいて自動的に前記出力画像領域を調整し、
　この調整された出力画像領域内の画像データより、前記出力画像データを得ることを特
徴とする出力画像領域調整方法。
【請求項２】
　前記領域抽出手段による前記少なくとも２つの領域抽出は、前記画像データ処理手段に
おいて抽出された原画像の画像領域に対して、オペレータが、主要被写体領域、指写り領
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域およびカブリ領域のうちの少なくとも１つの領域内の位置を指定することによって与え
る情報である第２補助情報に基づいて行われる請求項１に記載の出力画像領域調整方法。
【請求項３】
　前記領域抽出手段において、前記原画像の画像領域に対して、前記主要被写体抽出が行
われる場合、
　前記出力画像領域調整手段において、前記出力画像領域を調整して、前記主要被写体抽
出により抽出された主要被写体を前記出力画像領域内に含ましめる請求項１または２に記
載の出力画像領域調整方法。
【請求項４】
　前記領域抽出手段によって行われる前記主要被写体抽出は、顔抽出である請求項３に記
載の出力画像領域調整方法。
【請求項５】
　前記領域抽出手段において、前記原画像の画像領域に対して、前記指写り抽出または前
記カブリ領域抽出が行われる場合、
　前記出力画像領域調整手段において、前記出力画像領域を調整して、前記指写り抽出ま
たは前記カブリ領域抽出により抽出された前記抽出領域を前記出力画像領域内で最小化す
る請求項１または２に記載の出力画像領域調整方法。
【請求項６】
　原画像の画像領域の中から出力画像を得るための出力画像領域を前記原画像の画像領域
内で調整して、所定の出力画像サイズに適合した出力画像データを得る出力画像領域調整
方法であって、
　画像データ処理手段によって、原画像の画像領域を抽出し、抽出された画像領域のデー
タを読み出して領域抽出手段に送り、
　領域抽出手段によって、前記画像データ処理手段において抽出された原画像の画像領域
に対して、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少なくとも２つの
領域抽出を行い、前記抽出領域の結果を出力画像領域調整手段に送り、
　出力画像領域調整手段によって、前記領域抽出手段において抽出された抽出領域の結果
によって、前記出力画像領域の調整が必要と判断される場合には、予め入力または設定さ
れる、前記主要被写体抽出によって抽出される主要被写体、前記指写り抽出によって抽出
される指写りおよび前記カブリ領域抽出によって抽出されるカブリの少なくとも２つが同
一の原画像の画像領域で抽出された際のいずれを優先させるのかの優先順位の情報を含む
第１補助情報に基づいて、前記出力画像領域の調整を促す情報を発することを特徴とする
出力画像領域調整方法。
【請求項７】
　前記領域抽出手段による前記少なくとも２つの領域抽出は、前記画像データ処理手段に
おいて抽出された原画像の画像領域に対して、オペレータが、主要被写体領域、指写り領
域およびカブリ領域のうちの少なくとも１つの領域内の位置を指定することによって与え
る情報である第２補助情報に基づいて行われる請求項６に記載の出力画像領域調整方法。
【請求項８】
　前記出力画像領域調整手段が発する、前記出力画像領域の調整を促す情報は、前記主要
被写体抽出が前記出力画像領域に含まれていないことを示す情報、前記指写り抽出により
抽出された抽出領域が前記出力画像領域に含まれていることを示す情報および前記カブリ
領域抽出により抽出された抽出領域が前記出力画像領域に含まれていることを示す情報の
少なくとも１つである請求項６または７に記載の出力画像領域調整方法。
【請求項９】
　前記出力画像領域調整手段が発する、前記出力画像領域の調整を促す情報は、画像表示
デバイスにその中から１つを選択するように表示され、前記抽出された抽出領域の結果に
応じて調整された１つ以上の出力画像領域枠である請求項６または７に記載の出力画像領
域調整方法。
【請求項１０】
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　前記第１補助情報は、前記主要被写体抽出、前記指写り抽出および前記カブリ領域抽出
のいずれを優先させるのかの優先順位の情報を含む請求項１～９のいずれかに記載の出力
画像領域調整方法。
【請求項１１】
　前記出力画像領域調整手段による前記抽出領域に応じた前記出力画像領域の調整は、前
記原画像の画像領域から切り出す前記出力画像領域の画像サイズを変更せずに、前記原画
像の画像領域から切り出す前記出力画像領域の位置を変更することによって行う請求項１
～１０のいずれかに記載の出力画像領域調整方法。
【請求項１２】
　前記出力画像領域調整手段による、前記抽出領域に応じた前記出力画像領域の調整は、
少なくとも、前記原画像の画像領域から切り出す前記出力画像領域の画像サイズを変更し
、この変更された画像サイズに応じて電子変倍処理の変倍率を変更するか、もしくは、こ
の変更された画像サイズの出力画像領域内の画像を光学倍率を変更して光電的に読み取る
ことによって行う請求項１～１０のいずれかに記載の出力画像領域調整方法。
【請求項１３】
　前記出力画像領域調整手段により変更した出力画像領域の縦横比は、画像サイズ変更前
の前記出力画像領域の縦横比と同じである請求項１２に記載の出力画像領域調整方法。
【請求項１４】
　前記画像データ処理手段に送信される前記原画像は、写真フィルムに記録された画像を
光電的に読み取って得られるデジタル画像、デジタルスチルカメラで撮影されて得られる
デジタル画像またはネットワークを介して取得されるデジタル画像である請求項１～１３
のいずれかに記載の出力画像領域調整方法。
【請求項１５】
　前記出力画像領域調整手段によって調整された前記出力画像データは、画像表示装置、
あるいはプリント出力装置に出力されるか、または画像データ記録媒体に記録されるか、
もしくはネットワークを介して配信される請求項１～１４のいずれかに記載の出力画像領
域調整方法。
【請求項１６】
　原画像の画像領域を抽出し、抽出された前記画像領域のデータを読み出す画像データ処
理部と、
　前記画像データ処理部において抽出された原画像の画像領域に対して、主要被写体抽出
、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少なくとも２つの領域抽出を行って抽出領域
を得る領域抽出部と、
　前記領域抽出部において抽出された抽出領域に応じて、予め入力または設定される、前
記主要被写体抽出によって抽出される主要被写体、前記指写り抽出によって抽出される指
写りおよび前記カブリ領域抽出によって抽出されるカブリの少なくとも２つが同一の原画
像の画像領域で抽出された際のいずれを優先させるのかの優先順位の情報を含む第１補助
情報に基づいて、自動的に、出力画像を得るための出力画像領域を調整し、調整された前
記出力画像領域内の画像データより、所定の出力画像サイズに適合した出力画像データを
得る出力画像領域調整部とを有することを特徴とするデジタルプリンタ。
【請求項１７】
　前記領域抽出部は、前記少なくとも２つの領域抽出を、前記画像データ処理部において
抽出された原画像の画像領域に対して、オペレータが、主要被写体領域、指写り領域およ
びカブリ領域のうちの少なくとも１つの領域内の位置を指定することによって与える情報
である第２補助情報に基づいて行う請求項１６に記載のデジタルプリンタ。
【請求項１８】
　原画像の画像領域を抽出し、抽出された前記画像領域のデータを読み出す画像データ処
理部と、
　前記画像データ処理部において抽出された原画像の画像領域に対して、主要被写体抽出
、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少なくとも２つの領域抽出を行う領域抽出部
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と、
　前記領域抽出部において抽出された抽出領域の結果によって、出力画像を得るための出
力画像領域の調整が必要と判断される場合には、予め入力または設定される、前記主要被
写体抽出によって抽出される主要被写体、前記指写り抽出によって抽出される指写りおよ
び前記カブリ領域抽出によって抽出されるカブリの少なくとも２つが同一の原画像の画像
領域で抽出された際のいずれを優先させるのかの優先順位の情報を含む第１補助情報に基
づいて、前記出力画像領域の調整を促す情報を発する出力画像領域調整部とを有すること
を特徴とするデジタルプリンタ。
【請求項１９】
　前記領域抽出部は、前記少なくとも２つの領域抽出を、前記画像データ処理部において
抽出された原画像の画像領域に対して、オペレータが、主要被写体領域、指写り領域およ
びカブリ領域のうちの少なくとも１つの領域内の位置を指定することによって与える情報
である第２補助情報に基づいて行う請求項１８に記載のデジタルプリンタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、原画像から出力画像を得るための出力画像領域を自動的にまたは半自動的に調
整する出力画像領域調整方法に関し、特に、取得された大量（多数）の原画像に画像処理
を施し、検定のための処理画像を出力画像として表示する際に、あるいはまた、検定結果
に応じて画像処理の施された出力画像をプリント、画像データ記録媒体として出力する、
またはネットワークを介して配信する際などに用いられる出力画像領域調整方法の技術分
野に属する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、ネガフィルムやリバーサルフィルム等の写真フィルム（以下、フィルムとする）に
撮影された画像の感光材料（印画紙）への焼き付けは、デジタル露光を利用する焼付装置
、すなわち、フィルムに記録された画像を光電的に読み取って、読み取った画像をデジタ
ル信号とした後、種々の画像処理を施して記録用画像データとし、この画像データに応じ
て変調した記録光によって感光材料を走査露光して画像（潜像）を記録し、（仕上り）プ
リントとするデジタルフォトプリンタが実用化されている。
【０００３】
デジタルフォトプリンタでは、画像をデジタル画像データとして、画像データ処理によっ
て焼付時の露光条件を決定することができるので、逆光やストロボ撮影等に起因する画像
の飛びやツブレの補正、シャープネス（鮮鋭化）処理、カラーフェリアや濃度フェリアの
補正、アンダー露光やオーバー露光の補正、周辺光量低下の補正等を好適に行って、従来
の直接露光では得られなかった高品位なプリントを得ることができる。しかも、複数画像
の合成や画像分割、さらには文字の合成等も画像データ処理によって行うことができ、用
途に応じて自由に編集／処理したプリントも出力可能である。
しかも、デジタルフォトプリンタによれば、デジタルスチルカメラ等で撮影された画像（
画像データ）からプリントを作成することもでき、さらに、画像をプリント（写真）とし
て出力するのみならず、画像データをコンピュータ等に供給したり、フロッピーディスク
等の画像データ記録媒体に保存しておくこともできるので、画像データを、写真以外の様
々な用途に利用することができる。
【０００４】
このようなデジタルフォトプリンタは、基本的に、フィルムに記録された画像を光電的に
読み取るスキャナ（画像読取装置）、読み取った画像を画像処理して記録用の画像データ
とする画像処理装置、および、この画像データに応じて感光材料を走査露光して現像処理
を施してプリントとするプリンタ（画像記録装置）より構成される。
【０００５】
スキャナでは、光源から射出された読取光をフィルムに入射して、フィルムに撮影された
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画像を開口マスクを介して担持する投影光を得、この投影光を光学系結像レンズによって
ＣＣＤセンサ等のイメージセンサに結像して光電変換することにより画像を読み取り、必
要に応じて各種の画像処理を施した後に、フィルムの画像データ（画像データ信号）とし
て画像処理装置に送る。
画像処理装置は、スキャナによって読み取られた画像データから画像処理条件を設定して
、設定した条件に応じた画像処理を画像データに施し、画像記録のための出力画像データ
（露光条件）としてプリンタに送る。
プリンタでは、例えば、光ビーム走査露光を利用する装置であれば、画像処理装置から送
られた画像データに応じて光ビームを変調して、感光材料を二次元的に走査露光（焼付け
）して潜像を形成し、次いで、所定の現像処理等を施して、フィルムに撮影された画像が
再生されたプリント（写真）とする。
【０００６】
ところで、このようなデジタルフォトプリンタは、フィルム等に撮影された原画像を画像
表示装置やプリンタに出力する際、撮影されていない領域、すなわち画欠けが存在するこ
とのないように、原画像の撮影領域の画像サイズに対してプリント出力する画像領域、す
なわちプリント出力画像領域の画像サイズを小さく設定し、しかもこのプリント出力画像
領域の左右両端および上下両端のマージンが等しくなるように、その設定位置（切り出し
位置）も固定している。例えば、１３５サイズのフィルムの原画像の撮影領域のサイズは
フィルム上で、３６．４ｍｍ（±０．４ｍｍ）×２４．４ｍｍ（±０．４ｍｍ）（横方向
×縦方向）であるのに対し、Ｌサイズでプリントされるプリント出力画像領域（切り出し
領域）のサイズはフィルム上で３２．０７ｍｍ×２２．４７ｍｍ（横方向×縦方向）であ
り、原画像の撮影領域に比べて、左右方向で約２．２ｍｍ、上下方向で約１．０ｍｍ狭く
なるように設定され固定されている。
このような固定されたプリント出力画像領域内の画像データは、例えばＬサイズのような
所望のプリントサイズに適合するように、所定の変倍率で電子変倍処理が施され、出力画
像データとされている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述したようにフィルム上のプリント出力画像領域を原画像の撮影領域より狭く
して切り出しているために、画欠けが存在することはないものの、原画像の撮影領域の端
に撮影された主要被写体の一部もしくは全部が、画像表示画面やプリント出力画像では欠
けてしまう場合がある。このような場合、デジタルフォトプリンタを操作するオペレータ
は、主要被写体がプリント出力画像に含まれるように、プリント出力画像領域の画像サイ
ズを維持したまま、プリント出力画像領域を移動調整しなければならなかった。そのため
、大量（多数）の原画像をプリント処理する場合、処理効率が著しく低下するといった問
題があった。
【０００８】
また、プリント処理等される原画像には、撮影者の指が主要被写体とともに画像端部に写
る、いわゆる指写り画像もある。この場合、指が写ったままプリント出力等を行うか、ま
たは、指写りの領域が少なくなるように、原画像の撮影領域に対して固定設定された上記
プリント出力画像領域をオペレータが移動調整を行って、プリント出力等を行っている。
そのため、大量のプリント処理を行うオペレータにとって煩雑な作業が増え、処理効率が
著しく低下するといった問題があった。
【０００９】
また、フィルムの一部が露光して原画像内の画像濃度に影響を与えるいわゆるカブリを起
こした原画像の場合も、指写り画像の場合と同様に、カブリを起こしたままプリント出力
等を行うか、または、プリント出力画像領域をオペレータが移動調整してプリント出力等
を行っている。その結果、処理効率が著しく低下するといった問題があった。
【００１０】
そこで、本発明は、上記従来技術の問題点を解決するために、原画像の画像領域の中から



(6) JP 4049986 B2 2008.2.20

10

20

30

40

50

出力画像を得るための出力画像領域を調整して、所定の出力画像サイズに適合した出力画
像データを得るに際し、原画像から主要被写体が含まれ、指写りやカブリ領域の含まれな
い適正な出力画像データを自動的にまたは簡単な操作で半自動的に得ることができ、その
結果、出力画像を自動的に出力することができるとともに、原画像から出力画像データを
得る処理を効率よく行うことのできる出力画像領域調整方法を提供することを目的とする
。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明の第１の態様は、原画像の画像領域の中から出力画
像を得るための出力画像領域を前記原画像の画像領域内で調整して、所定の出力画像サイ
ズに適合した出力画像データを得る出力画像領域調整方法であって、画像データ処理手段
によって、前記原画像の画像領域を抽出し、抽出された画像領域のデータを読み出して領
域抽出手段に送り、領域抽出手段によって、前記画像データ処理手段において抽出された
原画像の画像領域に対して、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの
少なくとも１つの領域抽出を行って抽出領域を得、前記抽出領域のデータを出力画像領域
調整手段に送り、出力画像領域調整手段によって、前記領域抽出手段において抽出された
抽出領域に応じて、予め入力または設定される第１補助情報に基づいて自動的に前記出力
画像領域を調整し、この調整された出力画像領域内の画像データより前記出力画像データ
を得ることを特徴とする出力画像領域調整方法を提供するものである。
　または、原画像の画像領域の中から出力画像を得るための出力画像領域を前記原画像の
画像領域内で調整して、所定の出力画像サイズに適合した出力画像データを得る出力画像
領域調整方法であって、画像データ処理手段によって、前記原画像の画像領域を抽出し、
抽出された画像領域のデータを読み出して領域抽出手段に送り、領域抽出手段によって、
前記画像データ処理手段において抽出された原画像の画像領域に対して、オペレータの第
２補助情報に基づいて、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少な
くとも１つの領域抽出を行って抽出領域を得、前記抽出領域のデータを出力画像領域調整
手段に送り、出力画像領域調整手段によって、前記領域抽出手段において抽出された抽出
領域に応じて自動的に前記出力画像領域を調整し、この調整された出力画像領域内の画像
データより、前記出力画像データを得ることを特徴とする出力画像領域調整方法を提供す
るものである。
【００１２】
　ここで、前記領域抽出手段において、前記原画像の画像領域に対して前記主要被写体抽
出が行われる場合、前記出力画像領域調整手段において、前記出力画像領域を調整して、
前記主要被写体抽出により抽出された主要被写体を前記出力画像領域内に含ましめるのが
好ましく、その際、前記領域抽出手段によって行われる前記主要被写体抽出は、顔抽出で
あるのが好ましい。
　また、前記領域抽出手段において、前記原画像の画像領域に対して、前記指写り抽出ま
たは前記カブリ領域抽出が行われる場合、前記出力画像領域調整手段において、前記出力
画像領域を調整して、前記指写り抽出または前記カブリ領域抽出により抽出された前記抽
出領域を前記出力画像領域内で最小化するのが好ましい。
【００１３】
　また、本発明の第２の態様は、原画像の画像領域の中から出力画像を得るための出力画
像領域を前記原画像の画像領域内で調整して、所定の出力画像サイズに適合した出力画像
データを得る出力画像領域調整方法であって、画像データ処理手段によって、原画像の画
像領域を抽出し、抽出された画像領域のデータを読み出して領域抽出手段に送り、領域抽
出手段によって、前記画像データ処理手段において抽出された原画像の画像領域に対して
、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少なくとも１つの領域抽出
を行い、前記抽出領域の結果を出力画像領域調整手段に送り、出力画像領域調整手段によ
って、前記領域抽出手段において抽出された抽出領域の結果によって、前記出力画像領域
の調整が必要と判断される場合には、予め入力または設定される第１補助情報に基づいて
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、前記出力画像領域の調整を促す情報を発することを特徴とする出力画像領域調整方法を
提供するものである。
　または、原画像の画像領域の中から出力画像を得るための出力画像領域を前記原画像の
画像領域内で調整して、所定の出力画像サイズに適合した出力画像データを得る出力画像
領域調整方法であって、画像データ処理手段によって、原画像の画像領域を抽出し、抽出
された画像領域のデータを読み出して領域抽出手段に送り、領域抽出手段によって、前記
画像データ処理手段において抽出された原画像の画像領域に対して、オペレータの第２補
助情報に基づいて、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少なくと
も１つの領域抽出を行い、前記抽出領域の結果を出力画像領域調整手段に送り、出力画像
領域調整手段によって、前記領域抽出手段において抽出された抽出領域の結果によって、
前記出力画像領域の調整が必要と判断される場合には、前記出力画像領域の調整を促す情
報を発することを特徴とする出力画像領域調整方法を提供するものである。
【００１４】
　ここで、前記出力画像領域調整手段が発する、前記出力画像領域の調整を促す情報は、
前記主要被写体抽出が前記出力画像領域に含まれていないことを示す情報、前記指写り抽
出により抽出された抽出領域が前記出力画像領域に含まれていることを示す情報および前
記カブリ領域抽出により抽出された抽出領域が前記出力画像領域に含まれていることを示
す情報の少なくとも１つであるのが好ましい。
　もしくは、前記出力画像領域調整手段が発する、前記出力画像領域の調整を促す情報は
、画像表示デバイスにその中から１つを選択するように表示され、前記抽出された抽出領
域の結果に応じて調整された１つ以上の出力画像領域枠であるのが好ましい。
【００１５】
また、前記出力画像領域の自動調整、もしくは前記出力画像領域の調整を促す情報の発生
は、予め入力または設定される第１補助情報に基づいて行われるのが好ましい。
また、前記第１補助情報は、前記主要被写体抽出によって抽出される主要被写体、前記指
写り抽出によって抽出される指写りおよび前記カブリ領域抽出によって抽出されるカブリ
の少なくとも２つが同一の原画像の画像領域で抽出された際のいずれを優先させるのかの
優先順位の情報を含むのが好ましい。
さらに、前記第１補助情報は、前記主要被写体抽出、前記指写り抽出および前記カブリ領
域抽出のいずれを優先させるのかの優先順位の情報を含むのが好ましい。
【００１６】
すなわち、前記原画像の画像領域に対して、前記主要被写体抽出、前記指写り抽出または
前記カブリ領域抽出が行われる場合、前記出力画像領域を調整するために、前記主要被写
体抽出、前記指写り抽出および前記カブリ領域抽出のいずれの抽出結果を優先させるのか
の優先順位が予め設定可能であるのが好ましい。
また、前記原画像の画像領域に対して前記出力画像領域を調整するために、前記主要被写
体抽出、前記指写り抽出および前記カブリ領域抽出のいずれの抽出処理およびその抽出結
果を優先させるのかの優先順位が予め設定可能であるのが好ましい。
【００１７】
　また、前記領域抽出手段による前記少なくとも１つの領域抽出は、オペレータの第２補
助情報に基づいて行われるのが好ましい。
　また、前記第２補助情報は、主要被写体領域、指写り領域およびカブリ領域のうちの少
なくとも１つの領域内の位置を指定することによって与える情報であるのが好ましい。
【００１８】
　また、前記出力画像領域調整手段による前記抽出領域に応じた前記出力画像領域の調整
は、前記原画像の画像領域から切り出す前記出力画像領域の画像サイズを変更せずに、前
記原画像の画像領域から切り出す前記出力画像領域の位置を変更することによって行うの
が好ましい。
　もしくは、前記出力画像領域調整手段による、前記抽出領域に応じた前記出力画像領域
の調整は、少なくとも、前記原画像の画像領域から切り出す前記出力画像領域の画像サイ
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ズを変更し、この変更された画像サイズに応じて電子変倍処理の変倍率を変更するか、も
しくは、この変更された画像サイズの出力画像領域内の画像を光学倍率を変更して光電的
に読み取ることによって行うのが好ましい。
　その際、前記出力画像領域調整手段により変更した出力画像領域の画像サイズの縦横比
は、画像サイズ変更前の前記出力画像領域の縦横比と同じであるのが好ましい。
【００１９】
　また、前記画像データ処理手段に送信される前記原画像は、写真フィルムに記録された
画像を光電的に読み取って得られるデジタル画像、デジタルスチルカメラで撮影されて得
られるデジタル画像またはネットワークを介して取得されるデジタル画像であるのが好ま
しく、前記出力画像領域調整手段によって調整された前記出力画像データは、画像表示装
置、あるいはプリント出力装置に出力されるか、または画像データ記録媒体に記録される
か、もしくはネットワークを介して配信されるのが好ましい。
　さらに、本発明は、原画像の画像領域を抽出し、抽出された前記画像領域のデータを読
み出す画像データ処理部と、前記画像データ処理部において抽出された原画像の画像領域
に対して、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少なくとも１つの
領域抽出を行って抽出領域を得る領域抽出部と、前記領域抽出部において抽出された抽出
領域に応じて、予め入力または設定される第１補助情報に基づいて、自動的に、出力画像
を得るための出力画像領域を調整し、調整された前記出力画像領域内の画像データより、
所定の出力画像サイズに適合した出力画像データを得る出力画像領域調整部とを有するこ
とを特徴とするデジタルプリンタを提供するものである。
　また、原画像の画像領域を抽出し、抽出された前記画像領域のデータを読み出す画像デ
ータ処理部と、前記画像データ処理部において抽出された原画像の画像領域に対して、オ
ペレータの第２補助情報に基づいて、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出
のうちの少なくとも１つの領域抽出を行って抽出領域を得る領域抽出部と、前記領域抽出
部において抽出された抽出領域に応じて自動的に、出力画像を得るための出力画像領域を
調整し、調整された前記出力画像領域内の画像データより、所定の出力画像サイズに適合
した出力画像データを得る出力画像領域調整部とを有することを特徴とするデジタルプリ
ンタを提供するものである。
　さらに、原画像の画像領域を抽出し、抽出された前記画像領域のデータを読み出す画像
データ処理部と、前記画像データ処理部において抽出された原画像の画像領域に対して、
主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうちの少なくとも１つの領域抽出を
行う領域抽出部と、前記領域抽出部において抽出された抽出領域の結果によって、出力画
像を得るための出力画像領域の調整が必要と判断される場合には、予め入力または設定さ
れる第１補助情報に基づいて、前記出力画像領域の調整を促す情報を発する出力画像領域
調整部とを有することを特徴とするデジタルプリンタを提供するものである。
　さらにまた、原画像の画像領域を抽出し、抽出された前記画像領域のデータを読み出す
画像データ処理部と、前記画像データ処理部において抽出された原画像の画像領域に対し
て、オペレータの第２補助情報に基づいて、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領
域抽出のうちの少なくとも１つの領域抽出を行う領域抽出部と、前記領域抽出部において
抽出された抽出領域の結果によって、出力画像を得るための出力画像領域の調整が必要と
判断される場合には、前記出力画像領域の調整を促す情報を発する出力画像領域調整部と
を有することを特徴とするデジタルプリンタを提供するものである。
【００２０】
【発明の実施の形態】
本発明に係る出力画像領域調整方法を添付の図面に示す好適実施例に基づいて以下に詳細
に説明する。
【００２１】
図１に、本発明の出力画像領域調整方法の一例を実施するデジタルフォトプリンタの一実
施例のブロック図が示される。
図１に示されるデジタルフォトプリンタ（以下、フォトプリンタとする）１０は、基本的
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に、フィルムＦに撮影された画像を光電的に読み取るスキャナ（画像読取装置）１２と、
読み取られた画像データ（画像情報）の画像処理やフォトプリンタ１０全体の操作および
制御等を行う画像処理装置１４と、画像処理装置１４から出力された画像データに応じて
変調した光ビームで感光材料（印画紙）を画像露光し、現像処理して（仕上り）プリント
として出力するプリンタ１６とを有する。
また、画像処理装置１４には、様々な条件の入力や設定、処理の選択や指示、色／濃度補
正などの指示等を入力するためのキーボード１８ａおよびマウス１８ｂを有する操作系１
８と、スキャナ１２で読み取られた画像、各種の操作指示、条件の設定／登録画面等を表
示するディスプレイ２０と、ＭＯ、ＦＤ，ＣＤ－Ｒやデジタルスチルカメラのメモリなど
の画像データ記録媒体１９ａからまたは画像データ記録媒体１９ａへの画像データの読み
出しまたは記録を行うドライバ１９ｂと、インターネットなどのネットワークを介しての
送受信を行う送受信デバイス２１が接続される。
【００２２】
スキャナ１２は、フィルムＦ等に撮影された画像を１コマずつ光電的に読み取る装置で、
光源２２と、可変絞り２４と、フィルムＦに入射する読取光をフィルムＦの面方向で均一
にする拡散ボックス２８と、結像レンズユニット３２と、Ｒ（赤）、Ｇ（緑）およびＢ（
青）の各画像読取に対応するラインＣＣＤセンサを有するイメージセンサ３４と、アンプ
（増幅器）３６と、Ａ／Ｄ（アナログ／デジタル）変換器３８とを有する。
【００２３】
また、フォトプリンタ１０においては、新写真システム(Advanced Photo System）や１３
５サイズのネガ（あるいはリバーサル）フィルム等のフィルムの種類やサイズ、ストリッ
プスやスライド等のフィルムの形態等に応じて、スキャナ１２の本体に装着自在な専用の
キャリア３０が用意されており、キャリア３０を交換することにより、各種のフィルムや
処理に対応することができる。フィルムＦに撮影され、プリント作成に供される画像（コ
マ）は、このキャリアによって所定の読取位置に搬送される。
このようなスキャナ１２において、フィルムＦに撮影された画像を読み取る際には、光源
２２から射出され、可変絞り２４によって光量調整された読取光が、キャリアによって所
定の読取位置に位置されたフィルムＦに入射して、透過することにより、フィルムＦに撮
影された画像を担持する投影光を得る。
【００２４】
キャリア３０は、所定の読取位置にフィルムＦを位置規制しつつ、イメージセンサ３４の
ラインＣＣＤセンサの延在方向（主走査方向）と直交する副走査方向に、フィルムＦの長
手方向を一致させて搬送する、読取位置を副走査方向に挟んで配置される搬送ローラ対（
図示されない）と、フィルムＦの投影光を所定のスリット状に規制する、読取位置に対応
して位置する主走査方向に延在するスリットを有するマスク（図示されない）とを有する
。
フィルムＦは、このキャリア３０によって読取位置に位置されて副走査方向に搬送されつ
つ、読取光が入射される。これにより、結果的にフィルムＦが主走査方向に延在するスリ
ットによって２次元的にスリット走査され、フィルムＦに撮影された各コマの画像が読み
取られる。
【００２５】
前述のように、読取光は、キャリア３０に保持されたフィルムＦを透過して画像を担持す
る投影光となり、この投影光は、結像レンズユニット３２によってイメージセンサ３４の
受光面に結像される。
イメージセンサ３４は、Ｒ画像の読み取りを行うラインＣＣＤセンサ３４Ｒ、Ｇ画像の読
み取りを行うラインＣＣＤセンサ３４Ｇ、およびＢ画像の読み取りを行うラインＣＣＤセ
ンサ３４Ｂを有する、いわゆる３ラインのカラーＣＣＤセンサで、各ラインＣＣＤセンサ
は、前述のように主走査方向に延在している。フィルムＦの投影光は、このイメージセン
サ３４によって、Ｒ、ＧおよびＢの３原色に分解されて光電的に読み取られる。
イメージセンサ３４の出力信号は、アンプ３６で増幅され、Ａ／Ｄ変換器３８でデジタル
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信号とされて、画像処理装置１４に送られる。
【００２６】
スキャナ１２においては、フィルムＦに撮影された画像の読み取りを、低解像度で読み取
るプレスキャンと、出力画像の画像データを得るためのファインスキャンとの、２回の画
像読取で行う。
プレスキャンは、スキャナ１２が対象とする全てのフィルムの画像を、イメージセンサ３
４が飽和することなく読み取れるように、あらかじめ設定された、プレスキャンの読取条
件で行われる。一方、ファインスキャンは、プレスキャンデータから、その画像（コマ）
の最低濃度よりも若干低い濃度でイメージセンサ３４が飽和するように、各コマ毎に設定
されたファインスキャンの読取条件で行われる。
プレスキャンとファインスキャンの出力信号は、解像度と出力レベルが異なる以外は、基
本的に同じデータである。
【００２７】
なお、デジタルフォトプリンタ１０において、スキャナ１２はスリット走査読取によるも
のに限定されず、１コマの画像の全面に読取光を照射して一度に読み取る、面読取を利用
するものであってもよい。
この場合には、例えば、エリアＣＣＤセンサを用い、光源とフィルムＦとの間に、Ｒ、Ｇ
およびＢの各色フィルタの挿入手段を設け、色フィルタを挿入してエリアＣＣＤセンサで
画像を読み取ることを、Ｒ、ＧおよびＢの各色フィルタで順次行い、フィルムＦに撮影さ
れた画像を３原色に分解して順次読み取る。なお、エリアＣＣＤセンサで読み取られる読
取領域は、原画像の撮影領域より広く設定される。
前述のように、スキャナ１２から出力されたデジタル画像信号は、画像処理装置（以下、
処理装置とする）１４に出力される。
なお、本実施例で行われる画像処理の対象は、フィルムＦをスキャナ１２で読み取ってＡ
／Ｄ変換されたデジタル画像信号であるが、デジタルスチルカメラ等で撮影されたデジタ
ル画像信号や各種の画像データ記録媒体１９ａから読み出されたデジタル画像信号や各種
のネットワークを介して得られる撮影画像の画像デジタル信号であってもよい。
【００２８】
図２に、処理装置１４のブロック図を示す。処理装置１４は、データ処理部４０、Ｌｏｇ
変換器４２、プレスキャン（フレーム）メモリ４４、ファインスキャン（フレーム）メモ
リ４６、プレスキャン処理部４８、ファインスキャン処理部５０、および条件設定部６０
を有する。
なお、図２は、主に、画像処理関連の部位を示すものであり、処理装置１４には、これ以
外にも、処理装置１４を含むフォトプリンタ１０全体の制御や管理を行うＣＰＵ、フォト
プリンタ１０の作動等に必要な情報を記憶するメモリ等が配置され、また、操作系１８や
ディスプレイ２０は、このＣＰＵ等（ＣＰＵバス）を介して各部位に接続される。
【００２９】
スキャナ１２から出力されたＲ，ＧおよびＢの各デジタル信号は、データ処理部４０にお
いて、暗時補正、欠陥画素補正、シェーディング補正等の所定のデータ処理を施された後
、Ｌｏｇ変換器４２によって変換されてデジタルの画像データ（濃度データ）とされ、プ
レスキャンデータはプレスキャンメモリ４４に、ファインスキャンデータはファインスキ
ャンメモリ４６に、それぞれ記憶（格納）される。
プレスキャンメモリ４４に記憶されたプレスキャンデータは、画像データ処理部５２と画
像データ変換部５４とを有するプレスキャン処理部４８に、他方、ファインスキャンメモ
リ４６に記憶されたファインスキャンデータは、画像データ処理部５６と画像データ変換
部５８とを有するファインスキャン処理部５０に読み出され、処理される。
【００３０】
ここで、プレススキャンデータは、少なくとも複数の原画像、例えばフィルムＦに撮影さ
れたコマの全原画像をコマの切目なく、ラインＣＣＤセンサで一気に読み込むため、プレ
スキャンデータはプレスキャンした各コマの原画像の画像データの他に、各コマ間の非撮
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影領域であるフィルムＦのベース（非画像）領域も画像データとして読み込まれる。
【００３１】
プレスキャン処理部４８の画像データ処理部５２は、後述する画像処理が施される前に、
後述する条件設定部６０のセットアップ部６２において検出された原画像の画像領域、す
なわち検出画像領域Ｇ0 （図４（ａ）および（ｂ）参照）の位置情報を得る。画像データ
処理部５２は、この位置情報に基づいて、プレスキャンメモリ４４から原画像の画像領域
Ｇ0 内のプレスキャン（画像）データを読み出し、所定の画像処理を行う。
一方、ファインスキャン処理部５０の画像データ処理部５２は、条件設定部６０の出力画
像領域設定部６８において原画像の検出画像領域Ｇ0 から設定されたプリント出力画像領
域Ｐ（図４（ｂ）参照）の位置情報を得、得られた位置情報に基づいて、ファインスキャ
ンメモリ４６からプリント出力画像領域Ｐ内のファインスキャン（画像）データを読み出
し、所定の画像処理を行う。
【００３２】
プレスキャン処理部４８の画像データ処理部５２と、ファインスキャン処理部５０の画像
データ処理部５６は、後述する条件設定部６０が設定した処理条件に応じて、検出画像領
域Ｇ0 の画像（画像データ）に、所定の画像処理を施す部位であって、両者は、解像度が
異なる以外は、基本的に、同じ処理を行う。
両画像データ処理部５２および５６による画像処理には、出力画像の画像サイズに適合さ
せるための電子変倍処理が少なくとも含むが、それ以外は、特に限定はなく、公知の各種
の画像処理が例示される。例えば、ＬＵＴ（ルックアップテーブル）を用いたグレイバラ
ンス調整、階調補正、および濃度（明るさ）調整、マトリクス（ＭＴＸ）による撮影光源
種補正や画像の彩度調整（色調整）、その他、粒状抑制処理やシャープネス強調処理、覆
い焼き処理（濃度ダイナミックレンジの圧縮／伸長）等が例示される。
【００３３】
画像データ変換部５４は、画像データ処理部５２によって処理された画像データを、必要
に応じて間引いて、例えば、３Ｄ（三次元）－ＬＵＴ等を用いて、ディスプレイ２０によ
る表示に対応する画像データに変換して、ディスプレイ２０に供給する。
画像データ変換部５８は、画像データ処理部５６によって処理された画像データを、同様
に、３Ｄ－ＬＵＴ等を用いて、プリンタ１６による画像記録に対応する出力画像データに
変換して、プリンタ１６に供給する。
【００３４】
条件設定部６０は、原画像の検出画像領域Ｇ0 を検出するための画像検出処理を行うとと
もにプレスキャン処理部４８およびファインスキャン処理部５０における各種の処理条件
や、ファインスキャンの読取条件を設定するセットアップ部６２、キー補正部６４、パラ
メータ統合部６６およびプリント出力画像領域Ｐを自動的に調整するための出力画像領域
設定部６８を有する。ここで、出力画像領域設定部６８で設定されるプリント出力画像領
域（以下、出力画像領域という）Ｐとは、この出力画像領域Ｐ内の画像が、所望のプリン
トサイズでプリント出力されるように原画像の画像領域Ｇ0 内に設けられる画像領域であ
る。
【００３５】
セットアップ部６２は、まず、画像検出処理を行って、原画像の画像領域Ｇ0 （図４（ａ
）参照）を検出し、検出画像領域Ｇ0 （図４（ｂ）参照）を得る。画像検出処理を行うの
は、上述したように、プレスキャンデータには、プレスキャンとして読んだ原画像の画像
領域Ｇ0 の画像データの他に、各原画像のコマ間のフィルムＦのベース領域の画像データ
も含まれるため、このプレスキャンデータから後述する画像処理を施すための原画像の画
像領域Ｇ0 内の画像データを抽出する必要が有るからである。
画像の検出は、プレスキャンデータの中から、画像濃度値に基づいて原画像の画像領域Ｇ

0 の左右両端のエッジおよび上下両端のエッジを判別する。例えば、左右両端のエッジの
場合、フィルムＦの長軸方向の画像濃度値が、フィルムＦの長尺方向と直交する幅方向で
一様に変化する位置を原画像の画像コマの一方のエッジと判断し、さらに、上記検出され
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たエッジから、予め得られているフィルム種から求まるフィルム長尺方向の原画像の画像
領域Ｇ0 の横幅分離れた位置付近の画像濃度値を調べ、画像濃度値がフィルムＦの幅方向
で一様に変化する位置を原画像の画像コマの他方のエッジと判断する。得られた検出画像
領域Ｇ0 の位置情報は、パラメータ統合部６６および出力画像領域設定部６８等に送られ
る。なお、画像検出処理は、プレスキャン処理部４８の画像データ処理部５２において行
い、条件設定部６０のセットアップ部６２に送るようにしても良い。
【００３６】
セットアップ部６２は、さらに、画像検出処理によって得られた原画像の検出画像領域Ｇ

0 に基づいて、プレスキャンメモリ４４からプレスキャンデータを読み出し、プレスキャ
ンデータから、濃度ヒストグラムの作成や、平均濃度、ハイライト（最低濃度）、シャド
ー（最高濃度）等の画像特徴量の算出を行い、ファインスキャンの読取条件を決定し、ま
た濃度ヒストグラムや画像特徴量に加え、必要に応じて行われるオペレータによる指示等
に応じて、グレイバランス調整、階調補正および濃度調整を行うＬＵＴの作成、ＭＴＸ演
算式の作成等、プレスキャン処理部４８およびファインスキャン処理部５０における各種
の画像処理条件を設定する。
【００３７】
キー補正部６４は、濃度（明るさ）、色、コントラスト、シャープネス、彩度調等を調整
するキーボード１８ａやマウス１８ｂで入力された各種の指示等に応じて、画像処理条件
の調整量を算出し、パラメータ統合部６６に供給するものである。
パラメータ統合部６６は、セットアップ部６２が設定した原画像の検出画像領域Ｇ0 の位
置情報やプレスキャン画像データに施す画像処理条件等を受け取り、プレスキャン処理部
４８に送ると共に、出力画像領域設定部６８が自動的に設定し、必要に応じてキー補正部
６４を介してオペレータの検定によって確定した出力画像領域Ｐの位置情報や出力画像領
域設定部６８が生成した出力画像領域Ｐの調整を促す情報、場合によっては出力画像領域
Ｐの画像サイズの情報を出力画像領域設定部６８からセットアップ部６２を介して受け取
るとともに、セットアップ部６２が設定し、必要に応じてキー補正部６４を介してオペレ
ータの検定によって確定したファインスキャン画像データに施す画像処理等の処理条件を
受け取り、出力画像領域Ｐの情報やファインスキャン画像データに施す画像処理等の処理
条件を統合化してファインスキャン処理部５０の画像データ処理部５６に設定する部分で
ある。
【００３８】
出力画像領域設定部６８は、本発明の特徴とするところであって、セットアップ部６２よ
り供給される原画像の検出画像領域Ｇ0 の位置情報およびプレスキャン画像データに基づ
いて、出力画像領域Ｐを自動調整する、または出力画像領域Ｐを調整する必要があること
を判断し、例えば、ディスプレイ２０などに表示して、オペレータに出力画像領域Ｐの調
整を促す情報を生成する部分である。
まず、出力画像領域設定部６８の第１の実施例は、図３（ａ）に示すように、主要被写体
抽出部６８ａおよび出力画像領域調整部６８ｂとを備える。
同図に示す主要被写体抽出部６８ａは、主要被写体である人物の顔を抽出する部分であり
、本発明で実行する顔抽出方法には特に限定はないが、一例として、肌色・円形状抽出に
よる顔抽出、顔輪郭・円形状抽出による顔抽出、胴体・円形状抽出による顔抽出、眼部（
顔内部構造）・円形状抽出による顔抽出、頭髪部抽出・円形状抽出による顔抽出等が挙げ
られる。これらの抽出方法については、本出願人に係る特開平８－１８４９２５号公報等
に詳述されている。
【００３９】
例えば、肌色・円形状抽出は、肌色抽出および円形状抽出を行うことにより、顔領域を抽
出する。すなわち、プレスキャンデータ（必要に応じて間引いても可）から各画素の色相
および彩度を知見し、人の肌の肌色と推定できる画素領域（肌色領域）を抽出し、次いで
、人の顔は一般的に楕円形であるので、抽出した肌色領域から、人の顔であると推定され
る（楕）円形状を抽出して、これを顔領域候補とする。
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【００４０】
また、顔輪郭・円形状抽出は、エッジ抽出による顔輪郭抽出および円形状抽出を行って顔
領域候補を抽出する。以下同様に、胴体・円形状抽出は、エッジ抽出による胴体輪郭抽出
および円形状抽出、眼部・円形状抽出は、人の眼の抽出および円形状抽出、頭髪部・円形
状抽出は、エッジ抽出による人の頭髪の抽出および円形状抽出を行って顔領域候補を抽出
し、顔領域候補の中から各抽出方法で共通する顔領域候補を顔領域として抽出する。
【００４１】
また、本発明においては、例えば特開平４－３４６３３２号、同４－３４６３３３号、同
４－３４６３３４号、同５－１００３２８号、同５－１５８１６４号、同５－１６５１１
９号、同５－１６５１２０号、同６－６７３２０号、同６－１６０９９２号、同６－１６
０９９３号、同６－１６０９９４号、同６－１６０９９５号、同８－１２２９４４号、同
９－８０６５２号、同９－１０１５７９号、同９－１３８４７０号、同９－１３８４７１
号等の各公報に開示される、公知の各種の主要部抽出方法も利用可能である。
また、主要被写体抽出部６８ａは、顔抽出に限られず、動物や特定形状の特定被写体を抽
出するものであってもよい。このような抽出は、予めオペレータがキーボード１８ａやマ
ウス１８ｂを介してキー補正部６４から特定被写体を入力してもよい。
【００４２】
また、顔抽出の他に、図３（ｂ）や図３（ｃ）に示されるように、主要被写体抽出部６８
ａおよび出力画像領域調整部６８ｂに替えて、指写り抽出部６８ｃやカブリ領域抽出部６
８ｅおよび出力画像領域調整部６８ｄを設けてもよい。さらに、図３（ｄ）に示されるよ
うに、主要被写体抽出部６８ａ、指写り抽出部６８ｃおよびカブリ領域抽出部６８ｅの３
つの抽出部に対して１つの出力画像領域調整部６８ｆを設けるものであってもよい。なお
、指写り抽出部６８ｃで行われる指写り領域の抽出やカブリ領域抽出部６８ｅで行われる
カブリ領域の抽出、さらには出力画像領域調整部６８ｄおよび６８ｆで行われる出力画像
領域Ｐの調整については後述する。
【００４３】
出力画像領域調整部６８ｂは、主要被写体抽出部６８ａによって抽出された抽出領域の結
果によって、得られた主要被写体が、予め定められている原画像の画像領域内の出力画像
領域Ｐに含まれるかどうか判断し、主要被写体が出力画像領域Ｐに含まれないと判断され
る場合、出力画像領域Ｐの画像サイズを変えることなく、主要被写体の領域が出力画像領
域Ｐに含まれるように、出力画像領域Ｐの位置を自動的に調整するか、あるいは、外部に
発するために、オペレータに出力画像領域Ｐの調整を促す情報を生成する。
自動調整された出力画像領域Ｐの情報または出力画像領域Ｐの調整を促す情報は、セット
アップ部６２を介してパラメータ統合部６６に送られ、画像データ処理部５２で処理され
た原画像の撮影領域の画像データとともに、ディスプレイ２０に送られる。ディスプレイ
２０には、自動調整された出力画像領域Ｐの枠が表示され、オペレータの検定に供せられ
るか、またはオペレータによる出力画像領域Ｐの調整を促す情報とともに調整すべき出力
画像領域Ｐの枠の１つ以上の候補が表示され、オペレータの調整を促すとともに補助する
。
【００４４】
ここで、オペレータに出力画像領域Ｐの調整を促す情報としては、ディスプレイ２０に表
示される出力画像領域Ｐの枠の１つ以上の候補の選択を促す「文字表示」や音声出力デバ
イス（図示せず）による音声出力の他、出力画像領域Ｐの調整が必要であることを警告す
る警告表示や警告音声出力等が挙げられるが、調整すべき出力画像領域Ｐの枠候補の表示
自体を出力画像領域Ｐの調整を促す情報としても良い。
ところで、本発明においては、出力画像領域設定部６８で生成された自動調整出力画像領
域Ｐの情報または出力画像領域Ｐの調整を促す情報（以下、調整促進情報ともいう）を、
セットアップ部６２やパラメータ統合部６６を介さず、直接ディスプレイ２０に送るよう
にしても良い。
【００４５】
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次に、本発明の出力画像領域調整方法について、上述したスキャナ１２および処理装置１
４に基づいて説明する。
スリーブ状のフィルムＦのプリント作成を依頼されたオペレータは、フィルムＦに対応す
るキャリア３０をスキャナ１２に装填し、キャリア３０の所定位置にフィルムＦ（カート
リッジ）をセットし、作成するプリントサイズをはじめとする処理内容についての必要な
指示を入力した後、プリント作成開始を指示する。
これにより、スキャナ１２の可変絞り２４の絞り値やイメージセンサ（ラインＣＣＤセン
サ）３４の蓄積時間がプレスキャンの読取条件に応じて設定され、その後、キャリア３０
がフィルムＦをカートリッジから引き出して、プレスキャンに応じた速度で副走査方向に
搬送して、プレスキャンが開始され、前述のように所定の読取位置において、フィルムＦ
がスリット走査されて投影光がイメージセンサ３４に結像して、フィルムＦに撮影された
画像がＲ，ＧおよびＢに分解されて光電的に読み取られる。
【００４６】
プレスキャンは、フィルムＦの全コマを切目なく連続的に読み取るものであるが、所定の
複数コマずつ連続的にプレスキャンを行うものであってもよい。
【００４７】
プレスキャンによるイメージセンサ３４の出力信号は、アンプ３６で増幅されて、Ａ／Ｄ
変換器３８に送られ、デジタル信号とされる。
デジタル信号は、処理装置１４に送られ、データ処理部４０で所定のデータ処理を施され
、Ｌｏｇ変換器４２でデジタルの画像データであるプレスキャンデータとされ、プレスキ
ャンメモリ４４に記憶される。
【００４８】
プレスキャンメモリ４４にプレスキャンデータが記憶されると、条件設定部６０に読み出
され、セットアップ部６２に供給される。
セットアップ部６２は、供給されたプレスキャンデータを用いて画像検出処理を行い原画
像の検出画像領域Ｇ0 を検出するとともに、検出画像領域Ｇ0 内のプレスキャンデータか
ら、濃度ヒストグラムの作成や、平均濃度、ＬＡＴＤ（大面積透過濃度）、ハイライト（
最低濃度）、シャドー（最高濃度）等の画像特徴量の算出等を行い、加えて、必要に応じ
て行われるオペレータによるキー補正部６４からの指示に応じて、グレイバランス調整等
のテーブル（ＬＵＴ）や彩度補正を行うマトリクス演算（ＭＴＸ）の作成等の画像処理条
件を決定する。施すべき所定の画像処理およびその得られた画像処理条件は、パラメータ
統合部６６に供給される。
【００４９】
所定の種類の画像処理と統合された画像処理条件は、プレスキャン処理部４８の画像デー
タ処理部５２に送られ、検出画像領域Ｇ0 内のプレスキャンデータに所定の画像処理がそ
の画像処理条件に従って行われる。得られた処理済画像データは、画像データ変換部５４
に送られ、ディスプレイ２０に適合した表示用画像データに画像変換され、ディスプレイ
２０に送られて、処理済画像として表示される。
【００５０】
一方、セットアップ部で６２画像検出処理された検出画像領域Ｇ0 内のプレスキャン画像
データは、出力画像領域設定部６８に供給され、主要被写体抽出部６８ａにおいて主要被
写体抽出、例えば上述の顔抽出によって、撮影被写体の顔領域が抽出される。出力画像領
域調整部６８ｂにおいては、抽出された顔領域が原画像の撮影領域の端にある場合、出力
画像領域Ｐから抽出された顔領域がすべて含まれるように、画像サイズを変更することな
く、出力画像領域Ｐの位置を自動調整する。自動調整された出力画像領域Ｐの情報は、セ
ットアップ部６２およびパラメータ統合部６６を介してプレスキャン処理部４８に送られ
、画像データ処理部５２で画像処理済画像データと合成され、画像データ変幹部５４でデ
ィスプレイ２０の表示用データに変換され、出力画像領域Ｐの枠が、画像処理された処理
画像と共にディスプレイ２０に画像表示される。
【００５１】
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例えば、図４（ａ）に示されるような二人の主要被写体のうち一人の撮影人物の顔の部分
が原画像の撮影領域の右端に位置するフィルムＦの原画像の場合、図４（ｂ）に示すよう
に、原画像の撮影領域として検出された検出画像領域Ｇ0 （図中、実線枠内）内に固定さ
れた従来のプリント出力画像領域Ｐ（図中、破線枠内）では、撮影人物の顔が一部欠けて
しまうが、本発明では、図４（ｃ）に示すように、撮影人物の顔領域が、出力画像領域Ｐ
の位置調整によって出力画像領域Ｐ内に含まれる。
図４（ａ）～（ｃ）を例として説明すると、予め設定されている原画像の真中に配置され
る出力画像領域Ｐから外れている主要被写体の抽出領域の縦方向または横方向の画素位置
すべてを検出し、検出された画素位置すべてが含まれるように、縦方向または横方向ある
いはその両方向に出力画像領域Ｐを移動し、出力画像領域Ｐの位置を自動調整する。この
場合、出力画像領域Ｐは検定画像領域Ｇ0 を越えて位置が調整されることはない。
【００５２】
このようにして自動調整された出力画像領域Ｐが、画像処理の施されたプレスキャンによ
る処理画像とともに、ディスプレイ２０に表示され、オペレータの検定を受ける。
オペレータは、ディスプレイ２０に表示された画像および自動調整された出力画像領域Ｐ
の枠表示を見て、不適切な場合、画像処理条件や出力画像領域Ｐの位置調整をキー補正部
６４を介してマニュアルで調整する。調整後の画像およびプリント出力画像領域Ｐがディ
スプレイ２０に表示され、オペレータが適切であると判断した場合、次のコマの画像の検
定に移る。
オペレータが検定を行う際、主要被写体が端に撮影されている原画像では、従来検出画像
領域Ｇ0 の真中に固定された出力画像領域Ｐをオペレータがマニュアルで位置調整する作
業をする必要があったが、本実施例のように、主要被写体を抽出して、主要被写体が出力
画像領域Ｐ内に自動的に含まれるようにプリント出力画像領域Ｐが移動調整されるので、
オペレータによる出力画像領域Ｐのマニュアル調整の頻度が減少し、プリント出力の処理
効率が向上する。
【００５３】
なお、出力画像領域設定部６８の出力画像領域調整部６８ｂにおいて、出力画像領域Ｐが
自動調整されるのではなく、出力画像領域Ｐの調整を促す情報が生成される場合には、こ
の調整促進情報をディスプレイ２０に表示してもよいし、音声として発しても良い。例え
ば、図４（ｄ）に示すように、ディスプレイ２０の表示画面２０ａに検出画像領域Ｇ0 と
その内の原画像とを表示するとともに、主要被写体が全部含まれていない無調整の出力画
像領域枠Ｐ0 と主要被写体が含まれるが調整方法が異なる調整後の出力画像領域枠Ｐ1 と
Ｐ2 とを出力画像領域Ｐの候補として同時に表示し、さらに、オペレータに出力画像領域
Ｐの調整を促すために、調整しない無調整枠Ｐ0 も含めて、出力画像領域枠Ｐ1 、Ｐ2 、
Ｐ0 の内のいずれかを選択させるために、「選択してください」という調整促進情報Ｑを
表示画面２０ａ内に表示したり、音声出力するのが好ましい。
【００５４】
なお、オペレータに出力画像領域Ｐの調整を促す情報を発する方法は、上述の方法に限定
されず、オペレータに注意を喚起できる方法であれば、どのような方法であっても良い。
例えば、表示画面２０ａの検出画像領域Ｇ0 内には、単に、主要被写体が全部含まれてい
ないことを示す無調整の出力画像領域枠Ｐ0 を表示し、出力画像領域枠Ｐ0 を点滅させた
り、目立つように高輝度で表示することを調整促進情報とし、あるいは調整促進情報とし
て「調整してください」や「主要被写体が切れています」という警告などを表示画面２０
ａに表示し、あるいは音声出力しても良い。こうすることにより、キーボード１８ａやマ
ウス１８ｂや補正キーなどを使ってオペレータに出力画像領域枠Ｐの調整や設定を促すこ
とができる。
その結果、オペレータが検定を行う際、オペレータによる出力画像領域Ｐのマニュアル調
整を極めて容易化にすることでき、オペレータによる検定の負担を軽減し、プリント作成
の処理効率を向上させることができる。
【００５５】
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すべてのプレスキャンされた画像について、オペレータの検定が終了すると、ファインス
キャンが開始される。
各コマ毎の画像処理条件および出力画像領域Ｐの位置情報がファインスキャン処理部５０
に送られる。
【００５６】
ファインスキャンおよびその後の画像処理は、プレスキャンと異なり、原画像をスキャナ
１２で高解像度で読み取り、ファインスキャン処理部５０でプレスキャン画像で定められ
た画像処理条件で画像処理を行い、調整された出力画像領域Ｐ内の画像データを出力画像
データとして取得する工程である。
まず、プレスキャンが終了した際、フィルムＦは最後の画像のコマまでフィルムカートリ
ッジ等から引き出されており、ファインスキャンはその状態からフィルムＦの巻き戻しを
利用して、画像のコマの読み取りが行われる。
スキャナ１２から出力されたＲ，ＧおよびＢの各出力信号は、Ａ／Ｄ（アナログ／デジタ
ル）変換、Ｌｏｇ変換、ＤＣオフセット補正、暗時補正、シェーディング補正等を行い、
デジタルの入力画像データとされ、ファインスキャンデータはファインスキャンメモリ４
６に記憶（格納）される。
【００５７】
ファインスキャンメモリ４６に記憶されたファインスキャンデータは、画像処理部５６に
送られ、画像処理条件に基づいて、グレイバランス調整などのテーブル（ＬＵＴ）や彩度
補正を行うマトリクス演算（ＭＴＸ）による各種の画像処理や、撮影レンズに起因する収
差補正が行われ、その後、所望のプリントサイズに適合するように電子変倍処理を行う。
さらに、シャープネス処理や覆い焼き処理等を必要に応じて行い、その後、出力画像デー
タとして、画像データ変換部５８に送られる。ここで、出力画像データは、出力画像領域
Ｐ内に含まれるファインスキャンデータのみが取り出される。
【００５８】
画像データ変換部５８において、プリンタに適合したプリント出力用のデータに画像変換
され、プリント出力画像領域Ｐ内の画像データがプリンタ１６に出力画像データとして送
られる。なお、画像データ変換部５８において、画像データ記録媒体１９ａへの記録に適
した出力用画像データに変換して、ドライバ１９ｂに出力し、画像データ記録媒体１９ａ
に記録しても良いし、ネットワークで配信可能なフォーマットに変換して、送受信デバイ
ス２１からネットワークを介して配信しても良いことはもちろんである。
【００５９】
プリンタ１６は、供給された画像データに応じて感光材料（印画紙）を露光して潜像を記
録する記録装置（焼付装置）と、露光材の感光材料に所定の処理を施してプリントとして
出力するプロセサ（現像装置）とから構成される。
記録装置では、感光材料をプリントに応じた所定長に切断した後、感光材料の分光感度特
性に応じたＲ露光、Ｇ露光、Ｂ露光の３種のビームを画像処理装置１４から出力された画
像データに応じて変調して主走査方向に偏向するとともに、主走査方向と直交する副走査
方向に感光材料を搬送することにより、前記光ビームで感光材料を２次元的に走査露光し
て潜像を記録し、プロセサに供給する。感光材料を受け取ったプロセサは、発色現象、漂
白定着、水洗等の所定の湿式現像処理を行い、乾燥してプリントとしてフィルム１本分等
の所定単位に仕分けして集積する。
【００６０】
スキャナ１２および処理装置１４に基づいた出力画像領域調整方法は、基本的に、以上の
ように説明される。
上記実施例の出力画像領域調整は、出力画像領域設定部６８において、撮影された主要被
写体を抽出して、主要被写体の領域に応じて出力画像領域Ｐを自動調整するもの、または
出力画像領域Ｐの調整促進情報を生成し、発するものであるが、図３（ｂ）に示されるよ
うに、指写り抽出部６８ｃおよび出力画像領域調整部６８ｄで構成し、指写り領域を抽出
して、この抽出された領域が出力画像領域Ｐ内に可能な限り含まれないように出力画像領
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域Ｐを自動調整するものであってもよいし、または出力画像領域Ｐの調整促進情報を生成
し、発するものであってもよい。以下では、出力画像領域Ｐの自動調整を代表例として説
明する。
【００６１】
この場合、例えば図５（ａ）に示される指写り領域Ｒ0 を含む原画像では、出力画像領域
Ｐが画像サイズを変えることなく、出力画像領域Ｐ内に含まれる指写り領域Ｒ0 が最小と
なるように、出力画像領域Ｐを移動して位置調整し、位置調整された出力画像領域Ｐの枠
が、画像処理の施されたプレスキャン画像とともにディスプレイ２０に表示される。
ここで、指写り領域の抽出および出力画像領域Ｐの調整は、指写り抽出部６８ｃおよび出
力画像領域調整部６８ｄで行われ、以下の方法で行われる。
【００６２】
まず、原画像の画像領域として検出された検出画像領域Ｇ0 のエッジから原画像の画像領
域内部に向かって連続する領域をクラスタ分割等による公知の手法、例えばＫ平均アルゴ
リズムを用いて抽出する。
例えばＲ、ＧおよびＢの各画素の画像濃度を座標とする三次元の特徴空間を求め、Ｋ平均
アルゴリズムを用いて、クラスタ分割する。指写り画像における指の領域は、検出画像領
域Ｇ0 のエッジより連続した領域であることから、抽出された各クラスタの内、検出画像
領域Ｇ0 のエッジから領域が連続して伸びるクラスタを選ぶ領域を抽出する。
あるいは、画像濃度値が隣接する画素間で所定値範囲内にあり、画像コマのエッジより連
続して伸びる領域を抽出する。
また、上記クラスタ分割によって得られたクラスタについて、画像濃度値が隣接する画素
間で所定値範囲内にあるクラスタを選び領域を抽出してもよい。
なお、これらの方法に用いられるプレスキャンデータは、ローパスフィルタで処理した画
像データであるのが好ましい。
【００６３】
次に、抽出された複数の領域についての色相の平均値が所定の範囲内、すなわち指の肌色
部分の色相の範囲内に有るか判断して、抽出された領域を絞る。色相については、ＲＧＢ
空間からＬ* ａ* ｂ* 色空間に変換して、色相角ｔａｎ-1（ｂ* ／ａ* ）を求めることに
よって行われる。
さらに、絞られた領域の平均濃度値が、ストロボ撮影の場合、所定値以上であるか、スト
ロボ撮影でない場合、平均濃度値が所定値以下であるか判断して、領域を絞る。例えば、
フィルムＦがネガフィルムの場合、ストロボ撮影ではネガフィルム上の濃度値が２．０以
上であり、ストロボ撮影でない場合は、ネガフィルム上の濃度値が０．３以下であるか判
断する。
次に、絞られた領域の平均濃度と、それ以外の画像領域の平均濃度との差が所定値以上で
あるか判断して領域をさらに絞る。例えば、フィルムＦがネガフィルムの場合、ストロボ
撮影ではネガフィルム上の濃度値が１．０以上であり、ストロボ撮影でない場合、ネガフ
ィルム上の濃度値が０．３以上である。
次に、さらに、絞られた領域の画像濃度値の分散が所定値以下であるか判断して、判断に
合致する領域に絞る。
最後に、絞られた領域の内、エッジ形状が指の形状に近似する形状であるか形状解析を行
って判断し、判断に合致する領域を指領域と判断する。形状解析は、上述した顔抽出方法
における顔輪郭・円形状抽出法等で行われるエッジ方向の形状解析と同様の方法で行われ
る。
【００６４】
このように、指写り抽出における指写り領域の抽出は、上記各ステップにおいて複数の領
域の中から領域を絞ることによって行う。
なお、本発明における指写り抽出については、上記各ステップに限定されず、各ステップ
における判断手法を適宜追加、変更してもよい。
【００６５】
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このようにして指写り抽出部６８ｃで抽出された指写り領域の情報は、出力画像領域調整
部６８ｂに送られ、出力画像領域Ｐの位置調整が行われる。
すなわち、抽出された指写り領域Ｒ0 のうち、出力画像領域Ｐ内に位置する指写り領域Ｒ

0 の画像縦方向または横方向の画素位置を検出し、検出された画素位置が出力画像領域Ｐ
に含まれないように、あるいは、出力画像領域Ｐ内に含まれる指写り領域Ｒ0 を最小とす
るように画像縦方向または横方向あるいはその両方向に出力画像領域Ｐを移動し、出力画
像領域Ｐの位置を調整する。この場合、出力画像領域Ｐは検定画像領域Ｇ0 を越えて位置
が調整されることはない。
【００６６】
例えば、図５（ａ）のように、原画像の右端に指写り領域Ｒ0 が抽出され、予め設定され
ている原画像の真中に配置される出力画像領域Ｐ内に含まれる指写り領域Ｒ0 を検出する
。従来、図５（ｂ）に示すように、検出画像領域Ｇ0 の真中に出力画像領域Ｐが固定され
ているため、出力画像領域Ｐ内の右端部付近に指写り領域Ｒ0 が比較的多く含まれる。し
かし、本発明では、図５（ｃ）のように、出力画像領域Ｐ内に含まれる指写り領域Ｒ0 を
最小とする出力画像領域Ｐの位置が自動的に求められて調整される。
【００６７】
このように、指写りを起こした原画像に対して、プリント出力の対象となる出力画像領域
Ｐ内における指写り領域が最小となるように、出力画像領域Ｐが自動的に位置調整される
ので、オペレータによる出力画像領域Ｐのマニュアル調整の頻度が減少し、プリント出力
の処理効率が向上する。
さらに、指写り領域が出力画像領域Ｐ内において最小となるので、原画像の指写りの影響
を軽減することができ、プリントや再現画像の付加価値を向上させることができる。
【００６８】
上記実施例の出力画像領域調整は、指写り抽出部６８ｃにおいて指写り領域を抽出し、こ
の抽出領域に応じて出力画像領域調整部６８ｄにおいて、出力画像領域Ｐを自動調整する
、または出力画像領域Ｐの調整促進情報を発するものであるが、図３（ｃ）に示されるよ
うに、指写り抽出部６８ｃの替わりにカブリ領域抽出部６８ｅを用い、カブリ領域の抽出
を行ってもよい。
【００６９】
この場合、カブリ領域抽出部６８ｅで行うカブリ領域の抽出は、以下の方法で行う。
まず、原画像の画像領域として検出された検出画像領域Ｇ0 のエッジから原画像の画像領
域内部に向かって連続する領域をクラスタ分割等による公知の手法、例えばＫ平均アルゴ
リズムを用いて抽出する。
例えば、Ｒ、ＧおよびＢの各画素の画像濃度を座標とする三次元の特徴空間を求め、Ｋ平
均アルゴリズムを用いて、クラスタ分割する。カブリ領域は、検出画像領域Ｇ0 のエッジ
より連続した領域であることから、抽出された各クラスタの内、検出画像領域Ｇ0 のエッ
ジから領域が連続して伸びるクラスタを選び領域を抽出する。
あるいは、画像濃度値が隣接する画素間で所定値範囲内にあり、画像コマのエッジより連
続して伸びる領域を抽出する。
また、上記クラスタ分割によって得られたクラスタの中から、画像濃度値が隣接する画素
間で所定値範囲内にあるクラスタを選びクラスタを抽出してもよい。
なお、これらの方法に用いられるプレスキャンデータは、ローパスフィルタで処理した画
像データであることが好ましい。
【００７０】
次に、抽出された複数の領域の平均濃度値が、所定値以上、例えばフィルムＦがネガフィ
ルムの場合、ネガフィルム上の濃度値が２．０以上であるか判断し、抽出された複数の領
域の中から判断に合致した領域に絞る。
次に、絞られた領域の平均濃度と、それ以外の画像領域の平均濃度との差が所定置以上で
あるか判断して領域をさらに絞る。例えば、フィルムＦがネガフィルムの場合、ネガフィ
ルム上の濃度値が１．０以上であるか判断する。
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続いて、さらに、絞られた領域の画像濃度値の分散が所定値以下であるか判断し、判断に
合致する領域に絞る。
最後に、この絞られた領域近傍の非撮影領域（検出画像領域Ｇ0 の外側のフィルムベース
部の領域）に位置し、画像濃度値が上記絞られた領域の平均濃度値に対して所定値以内に
ある画素の占める面積が所定値以上であるか判断し、判断に合致した領域をカブリ領域と
する。
このようにカブリ領域抽出は、上記各ステップにおいて領域を絞ることによって行う。
なお、本発明におけるカブリ領域抽出については、上記各ステップに限定されず、各ステ
ップにおける判断手法を適宜追加、変更してもよい。
【００７１】
抽出されたカブリ領域は、上記指写り領域Ｒ0 と同様に、出力画像領域調整部６８ｄにお
いて、出力画像領域Ｐに含まれるカブリ領域を最小にするように出力画像領域Ｐの画像サ
イズを維持したまま、出力画像領域Ｐはその位置を移動することによって自動調整される
、または出力画像領域Ｐの調整促進情報が生成される。調整された出力画像領域Ｐの枠の
データが作成されて、出力画像領域Ｐの位置情報として、または出力画像領域Ｐの調整促
進情報がデータ化されて、セットアップ部６２およびパラメータ統合部６６を介して、デ
ィスプレイ２０に送られて、出力画像領域Ｐの枠や調整促進情報が表示または音声出力さ
れる。
【００７２】
なお、本発明における主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出の各領域抽出処
理は、上記各実施例に限定されず、種々の自動抽出処理を適用することができるし、また
、半自動領域抽出処理を適用しても良い。例えば、主要被写体領域や指写り領域やカブリ
領域などの各領域内の位置を、オペレータの補助情報としてキーボード１８ａやマウス１
８ｂで指定し、指定された位置の画像データを用いて、主要被写体領域や指写り領域やカ
ブリ領域などの各領域を自動抽出しても良い。特に、検定画面に表示された原画像の再現
画像や、その検出画像領域Ｇ0 や、出力画像領域Ｐの調整促進情報や出力画像領域Ｐの候
補として表示された枠Ｐ1 、Ｐ2 およびＰ0 などを使って、出力画像領域Ｐの半自動調整
や再現画像の検定を行う場合には、主要被写体領域や指写り領域やカブリ領域などの各領
域内の位置の指定は容易であるので好ましい。こうすることにより、主要被写体抽出、指
写り抽出およびカブリ領域抽出の各領域抽出の精度を大幅に向上させることができる。
【００７３】
また、出力画像領域Ｐは、主要被写体抽出または指写り抽出またはカブリ領域抽出によっ
て抽出された領域に応じて自動調整される、または半自動調整のための調整促進情報が生
成されるものであるが、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出のうち複数の
抽出を行って結果に応じて出力画像領域Ｐを調整してもよく、その際、抽出の順番や出力
画像領域Ｐの調整の際の優先順位は、オペレータが事前にオペレータの補助情報として、
入力または設定することができるのが好ましい。
例えば、図３（ｄ）に示すように、出力画像領域設定部６８は、主要被写体抽出部６８ａ
、指写り抽出部６８ｃおよびカブリ領域抽出部６８ｅと、これらと接続される出力画像領
域調整部６８ｆとを備えるものであっても良い。
ここで、主要被写体抽出部６８ａ、指写り抽出部６８ｃおよびカブリ領域抽出部６８ｅは
、それぞれ上述の抽出処理を行うものであり、それぞれの抽出処理を並列（パイプライン
）処理とするのが好ましいが、予め設定された優先順位で行うものであっても良い。この
優先順位は、オペレータの補助情報として、オペレータによって予め入力または設定する
ことができるのが好ましい。
【００７４】
また、出力画像領域調整部６８ｆは、これらの主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ
領域抽出の結果をオペレータによって予め設定された優先順位で自動調整する、またはそ
の設定優先順位で出力画像領域Ｐの枠や調整促進情報を表示または音声出力するものであ
るのが好ましい。なお、出力画像領域調整部６８ｆも、上述の出力画像領域調整部６８ｂ
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および６８ｄと同様に、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブリ領域抽出の結果に基づ
いて、出力画像領域Ｐの自動調整をする、もしくは半自動調整のための調整促進情報を発
生する。
また、本発明における出力画像領域設定部６８の構成は、上述した図３（ａ）～（ｄ）に
示す実施例に限定されず、図３（ａ）～（ｃ）に示す３種の出力画像領域設定部６８を所
定の順序で、直列に接続（カスケード接続）したものであっても良いし、並列に接続した
ものであっても良い。
【００７５】
また、出力画像領域調整部６８ｂや６８ｄや６８ｆは、いずれも出力画像領域Ｐの画像サ
イズを変えることなく、出力画像領域Ｐの位置を自動調整する、または半自動調整するた
めの調整促進情報を生成するものであるが、主要被写体抽出部６８ａや指写り抽出部６８
ｃやカブリ抽出部６８ｅで抽出された領域に応じて位置を調整すると共にさらに、プリン
ト出力画像領域Ｐの画像サイズを変化させた修正プリント出力画像領域（以下、修正出力
画像領域という）Ｐ' を定めてもよい。この場合、修正出力画像領域Ｐ' の縦横比は、出
力画像領域Ｐの縦横比と同じとするのが好ましい。同じ画像サイズのプリント画像を得る
ために、修正出力画像領域Ｐ' の画像データを出力画像領域Ｐと異なる電子変倍係数（変
倍率）で電子変倍処理をする必要が有るが、修正出力画像領域Ｐ' の縦横比が出力画像領
域Ｐの縦横比と異なると、修正出力画像領域Ｐ' 内の一部を切り落としてプリント出力し
なければならず、修正出力画像領域Ｐ' 全体をプリント出力することができなくなるため
である。
位置が調整され、画像サイズも変更された修正出力画像領域Ｐ’は、画像サイズの変化し
ない出力画像領域Ｐの画像データに対して施す所定の電子変倍処理に比べて画像サイズの
変化した分、変倍率が変更されて電子変倍処理が施される。
【００７６】
図６（ａ）および（ｂ）にその一例を示すが、図６（ａ）のように、検出画像領域Ｇ0 の
真中に予め設定される出力画像領域Ｐ内に指写り領域Ｒ0 の一部が含まれる場合、図６（
ｂ）に示すように、出力画像領域Ｐ内に含まれる指写り領域Ｒ0 が最小となるように、検
出画像領域Ｇ0 の範囲内で出力画像領域Ｐの位置を調整し、さらに画像の縦横比を変える
ことなく、出力画像領域Ｐの画像サイズを変更して、完全に指写り画像領域Ｒ0 が含まれ
ないように修正出力画像領域Ｐ' を作成する。修正出力画像領域Ｐ’は、画像サイズが出
力画像領域Ｐと異なるため、検定後、この画像サイズの情報が、修正出力画像領域Ｐ' の
位置情報とともに、セットアップ部６２およびパラメータ統合部６６を介してファインス
キャン処理部５０に送られる。
こうして、画像データ処理部５６で所望のプリント出力サイズに応じた、変更された変倍
率による電子変倍処理が施される。
【００７７】
なお、極めて高い画質が要求される場合や、出力プリントサイズが大きい場合には、図６
（ｂ）に示す例のように、電子変倍処理の変倍率を変更したため、すなわち修正出力画像
領域Ｐ' と出力画像領域Ｐ（図６（ｂ）参照）との比率だけ大きくしたために生じるわず
かな画質の低下も、問題となることがある。このような場合には、電子変倍処理の変倍率
を変更せずに、スキャナ１２の結像レンズユニット３２の光学倍率を変更して（大きくし
て）、修正出力画像領域Ｐ' を中心とする画像が出力画像領域Ｐの大きさとなるように、
イメージセンサ３４に結像させてファインスキャンを行い、修正出力画像領域Ｐ' の画像
を光電的に読み取るようにしても良い。
こうすることにより、ファインスキャン後の画像処理装置１４の画像処理、特に、ファイ
ンスキャン処理部５０による画像処理を変更することなく、画質の劣化の全くない高品質
の画像を得ることができる。
【００７８】
以上、出力画像領域設定部６８におけるプリント出力画像領域Ｐの自動調整方法について
説明したが、本発明の出力画像領域調整方法において、出力画像領域は、必ずしもプリン
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ト出力画像を得るためのプリント出力画像領域Ｐに制限されず、例えばディスプレイ２０
に画像表示するディスプレイ出力画像領域であってもよいし、画像データ記録媒体１９ａ
に記録するため、またはネットワークを介して配信するための再現画像領域であっても良
い。
この場合、例えば、ディスプレイ２０上の画像表示は、自動調整されたディスプレイ出力
画像領域内の画像の表示となる。
【００７９】
さらに、画像処理装置１４、低解像度で読み取られたままの画像処理前のプレスキャンデ
ータに基づいてプリント出力画像領域Ｐを設定しているが、画像処理条件を設定する際に
、画像処理が施された処理済プレスキャンデータに基づいて、出力画像領域Ｐを設定して
もよい。また、プレスキャンを行うことなく、プリント出力のために高解像度で読み取っ
たファインスキャンデータから間引き等を行って得られる画像データに基づいて画像処理
条件や出力画像領域Ｐの設定を行い、ディスプレイ２０に画像表示し、オペレータの検定
に供してもよい。
【００８０】
以上、本発明の出力画像領域調整方法について詳細に説明したが、本発明は上記実施例に
限定はされず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良および変更を行って
もよいのはもちろんである。
【００８１】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明によれば、主要被写体抽出、指写り抽出およびカブ
リ領域抽出のうちの少なくとも１つを行い、抽出された抽出領域に応じて自動的に、また
は抽出領域に応じた調整促進情報に従って半自動的に出力画像領域を調整するので、オペ
レータによる出力画像領域のマニュアル調整の頻度が減少し、あるいは、オペレータによ
る出力画像領域のマニュアル調整が極めて容易となり、オペレータの検定における負担が
軽減され、処理効率が向上する。また、本発明によれば、主要被写体が可能な限り含まれ
、指写り領域やカブリ領域等を可能な限り含まないプリント出力画像を得ることができる
ので、プリントの付加価値を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の出力画像領域調整方法を実施するデジタルフォトプリンタの一実施例
の概略構成を示すブロック図である。
【図２】　図１に示されるデジタルフォトプリンタの画像処理装置の一実施例の構成を示
すブロック図である。
【図３】　（ａ）、（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）は、それぞれ本発明の出力画像領域調整
方法を実施する画像処理装置の一実施例の要部を示すブロック図である。
【図４】　（ａ）、（ｂ）、（ｃ）および（ｄ）は、それぞれ本発明の出力画像領域調整
方法の一例を説明する説明図である。
【図５】　（ａ）、（ｂ）および（ｃ）は、それぞれ本発明の出力画像領域調整方法の他
の例を説明する説明図である。
【図６】　（ａ）および（ｂ）は、それぞれ本発明の出力画像領域調整方法の他の例を説
明する説明図である。
【符号の説明】
１０　デジタルフォトプリンタ
１２　スキャナ
１４　画像処理装置
１６　プリンタ
１８　操作系
１９ａ　画像データ記録媒体
１９ｂ　ドライバ
２０　ディスプレイ



(22) JP 4049986 B2 2008.2.20

10

20

２０ａ　表示画面
２１　送受信デバイス
２２　光源
４０　データ処理部
４２　Ｌｏｇ変換器
４４　プレスキャンメモリ
４６　ファインスキャンメモリ
４８　プレスキャン処理部
５０　ファインスキャン処理部
５２，５６　画像データ処理部
５４，５８　画像データ変換部
６０　条件設定部
６２　セットアップ部
６４　キー補正部
６６　パラメータ統合部
６８　出力画像領域設定部
６８ａ　主要被写体抽出部
６８ｂ，６８ｄ，６８ｆ　出力画像領域調整部
６８ｃ　指写り抽出部
６８ｅ　カブリ領域抽出部
Ｇ0 　（検出）画像領域
Ｐ，Ｐ0 　（プリント）出力画像領域
Ｐ1 ，Ｐ2 　出力画像領域枠
Ｐ’　修正（プリント）出力画像領域
Ｑ　調整促進情報
Ｒ0 　指写り領域
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